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夏休み キッズお勉強会＠イタックス 開催しました！

2024年7月30日(火)＆8月16日（金）の２日間、イタックス本社と小松原サ
イトに勤務する社員のお子さんを対象に、夏休みお勉強会を開催しました！
下は小学１年生から上は高校２年生まで、総勢８名の子どもたちが集まって
夏休みの宿題や自習に励みました✧˖°

開催場所はイタックス本社だったので、子どもたちはお父さんお母さんの職
場が見られて嬉しそう (*^^*)
みんな一生懸命、夏休みの課題帳を進めたり、工作で貯金箱や万華鏡を
作ったり…それぞれのお勉強に頑張って取り組んでいました！
お昼には、社会勉強！ということで、みんなで500円を持ってお昼ごはんを
買いにお店へ。小学１年生の子も自分でお金を計算して、食べたいものを上
手にお買い物できました。
勉強でもお買い物でも、頼りになるのは年上のお兄さんたち！下の子たち
は可愛がってくれるお兄さんたちがすっかり大好きになったみたいです♪

みんな初対面でもすっかり仲良くなっていて、子どもたちはさすがですね。
「楽しかった、次はいつなの？」という子どもたちの声と、「宿題が進んで助
かりました、またの機会が楽しみです」という親御さんの声も届き、とても充
実したお勉強会となりました。
きらめくひと夏の、ちょっとした思い出になっていたのなら幸いです✧˖°
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＼楽しく活動しています！／ お仕事でお悩みの事などあれば、イタックスの相談メールか相談電話に

ご連絡ください！育休や介護休業に関するご相談も受け付けています！

２４時間受付OKです。

返信は時間帯や曜日により翌日以降になる可能性もあります。

 soudan@itaxweb.co.jp

 0120-10-2430（社員番号必須）

担当者以外には分かりませんのでご安心ください！

ご質問等は、イタックス本社 業務支援課までご連絡ください(099-210-2430)

電話やメール、面談で各種相談を受け付けています。

７月の業務中・通勤退勤時の労災件数 

◇ 死亡  ０件

◇ 傷病程度休業４日以上 ０件

◇ 傷病程度休業４日未満 ３件

業務中や通勤中に事故が発生したら、なるべく
病院の受診前に責任者や担当者へ連絡をして、
一緒に病院へ行きましょう！
その後の対応が確認できてお互いに安心です！

労働災害とは、労働者が労務に従事したことによって

被った「負傷」「疾病」「死亡」などです

  ８月２０日は 『交通信号の日』

1931(昭和6)年のこの日、銀座の尾張町
交差点(銀座4丁目交差点)などをはじめ、
34ヵ所の市電交差点に、日本初の三色灯の
自動信号機が設置されました。
信号機は向かって右から赤・黄・青です

が、この3色が使われたのは光の波長が長
く、見やすい色だからです。
また、信号の青色は正確には青緑色です

よね！これはなぜかと言うと、人間の目に
は緑色を感じる細胞が多く、緑に近い色を
より強く認識できるからです。
ちなみに昭和初期は、信号機が浸透する

のにかなりの時間を要したそうです。

今日は何の日？

海や川を楽しむために…

夏を迎えると、海や川での水辺のレジャーが楽しくなりますね！一方で、毎年多くの「水の事故」が起きて
いることも事実です。水の事故についてまとめましたので、ぜひ水辺へ出かける際の参考にしてください！

水の事故 に注意しましょう！

≫水の事故は命にかかわる危険があります！≪
2023年には1,392件／1,667人の水難事故が発生、その約半数の方が亡くなったり、行方不明になったりしています。

≫水の事故から命を守る７つのポイント≪
①立入禁止の場所には近づかない

②体調が悪いときは無理をしない

③単独行動を避ける

④子どもから目を離さない

⑤お酒を飲んだら海や川には入らない

⑥ライフジャケットの常時着用

⑦連絡手段の確保

≫海での水の事故を防ぐポイント≪
①管理された海水浴場で泳ぐ
立入禁止・遊泳禁止の場所には絶対に近づかない

②荒れている海には決して近づかない
事前に天気予報をチェック

③海にいる危険な生物に注意
クラゲ・エイ・イルカなどの危険な生物に注意

≫川での水の事故を防ぐポイント≪
①川の地形を知り、危険な場所には近づかない
危険を示す看板が設置されていないか注意

②天気予報などをチェックして、急な増水に備える
上流での豪雨による急な増水などにも注意

落ち葉や流木、ゴミが流れてきたとき

水位が急に低くなったとき

水が急に冷たく感じたとき …などは危険です

水の事故が起きたときに救助機関に速やかに通報できるよう、
携帯電話などの連絡手段を確保しておきましょう。
水没して使えなくならないよう、ストラップ付き防水パックの使用
がオススメです。

救助が必要なときは「110番（警察）」または「119番（消防）」
海上での事故は「118番（海上保安庁）」
遭難者がGPS機能をONにして「118番」に直接通報することで、
海上保安庁が正確な位置を受信でき、迅速な救助につながります。
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